














































ビジョンは 1994 年 8 月 22 日に時の内閣総理大臣村山富市による男女共同参画審議会への以下の諮問













































































































































































































こに至る道筋を提示する文書であると、公認された。（大沢　前掲書 13 〜 15 頁）
さらに、大沢は「日本はこのビジョンにおいて、北京行動綱領の中心理念である『ジェンダー平等』





大沢　でも審議会では、A 案、B 案、C 案と並べて、かつその背景にある理論まできちんと書いた文章
を出し、議論をして、ジェンダーの解消をめざすという案が採られたんですよ。









この中から議論された結果として A 案が採用されているので、ジェンダ ・ーフリーをめざすというのは、
審議会総体の合意事項なんです。（上野千鶴子編著　2001，『ラディカルに語れば…上野千鶴子対談集』















































る。そうした状況を受けて、2002 年の 6 月に刊行された「平成 14 年版男女共同参画白書」（内閣府編）
では、第１部序説で「都道府県別にみた男女共同参画社会の形成の状況」を取り上げている。
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いる。政府はその規定を受けて 2000 年 12 月に「男女共同参画基本計画」（第１次基本計画）を策定したが、















































































めぐって―」（望月・森・近藤・春日編著『教育とジェンダー形成　葛藤・錯綜 / 主体性』2005 年、ハー
ベスト社所収）を加筆・修正したものである。
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